
102018年(平成 30 年)　11 月 ９ 日(金曜日)

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
山
梨

は
43
年
前
、
千
嘉
代
子
初
代
ガ
バ

ナ
ー
の
ご
臨
席
の
も
と
、
認
証
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
折
の

お
言
葉
に
「
和
の
心
」
の
大
切
さ

を
お
教
え
い
た
だ
き
、
今
も
私
の

心
に
深
く
刻
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
は
会
員
の
知
恵
と
力
を

出
し
合
い
、
地
域
社
会
、
海
外
へ

の
援
助
と
奉
仕
の
灯
を
と
も
し

続
け
て
参
り
ま
し
た
。

2016年度ソロプチミスト日本財団
女性研究者賞を頂きまして、心より御
礼申し上げます。頂いた研究助成金に
より、研究助手の方の雇用や、多くの
試薬や実験器具の購入が可能となり、
お陰様で大いに研究を進められまし
た。まだ研究途上ではありますが、血
小板にあるCLEC-2という蛋白質が、
関節リウマチを増悪させる機序を一
部解明することができました。本研究
が、炎症を和らげる薬剤の開発につな
がればよ いと考えています。

 

１
２
３
の
国
と
地
域
に
約
３
０
０
０
の
ク
ラ
ブ
、
合
わ
せ

て
約
７
万
５
千
人
の
会
員
を
有
す
る
、
女
性
の
世
界
的
な
奉

仕
団
体
・
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
。本
県
で
は
、
こ
の
ほ
ど
発

足
し
た
１
ク
ラ
ブ
を
含
め
計
５
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
そ
の
核
と

な
る
の
が
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
山
梨
だ
。２
０
１
６
年
に

は
認
証
40
周
年
を
迎
え
、
よ
り
い
っ
そ
う
国
際
親
善
や
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
女
性
の
地
位
向
上
、
高
い
倫
理
基

準
、人
権
、平
等
、平
和
を
求
め
て
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

そ
の
歩
み
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

１
９
７
９
年
よ
り
甲
斐
清
和

高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
（
Ｓ
ク
ラ

ブ
）
の
運
営
を
支
援
し
、
生
徒
た

ち
と
交
流
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
海
外
へ
の
援
助
は
タ
イ
国

の
貧
し
い
農
村
女
性
の
た
め
に
、

現
地
に
何
度
も
足
を
運
び
、
支
援

事
業
を
通
じ
て
現
地
の
方
々
か

ら
は
手
仕
事
で
収
入
が
得
ら
れ

た
と
の
喜
び
の
声
を
聞
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
支
援
に
つ
き
ま
し

て
は
継
続
の
尊
さ
、
ま
た
国
外
と

の
絆
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

周
年
事
業
の
際
に
は
山
梨
県

に
〝
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
の
森
〞
を

寄
贈
し
、
今
は
県
民
の
憩
い
の
場

に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
甲
府

市
立
図
書
館
に
植
樹
い
た
し
ま

し
た
木
々
は
大
き
く
成
長
し
華

を
咲
か
せ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、地
域
に
贈
っ
た
数
々

の
記
念
の
足
跡
は
私
た
ち
ク
ラ

ブ
の
誇
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

過
日
、「
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
甲
府
」
の
ス
ポ
ン
サ
ー
を
務

国際ソロプチミスト山梨

記念事業

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
山
梨
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス

被
害
者
女
性
自
立
支
援（
ロ
ー
リ
エ
基
金
）

山
梨
県
立
中
央
高
等
学
校
定
時
制
女
子
高
校
生
自
立
支
援
（
樫

の
木
基
金
）

佐
藤
し
の
ぶ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

40
周
年
記
念
誌
発
行

記念寄付

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
ア
メ
リ
カ
寄
付

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
ア
メ
リ
カ
東
リ
ジ
ョ
ン
寄
付

公
益
財
団
法
人
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
本
財
団
寄
付

山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

ベ
ン
チ
・
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
寄
贈

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
孤
児
女
性
看
護
師
養
成
支
援
金

タ
イ
国
グ
ッ
ド
シ
ェ
フ
ァ
ー
ズ
シ
ス
タ
ー
ズ
女
子
生
徒
１
名
奨
学
金

社
会
福
祉
法
人
い
ず
み
会
い
ず
み
園

社
会
福
祉
法
人
光
塩
福
祉
会
ク
ロ
ー
バ
ー
学
園

一
般
社
団
法
人
山
梨
県
重
症
心
身
障
害
児（
者
）を
守
る
会 

あ
ゆ
み
の
家

山
梨
車
い
す
生
活
者
の
会「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
笛
吹
市
障
が
い
者
を
支
え
る
会 

あ
り
が
と
う

リ
ズ
ム
・
オ
ブ
・
ラ
ブ

甲
府　

食
事
サ
ー
ビ
ス
を
す
す
め
る
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
な
し
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

東
日
本
大
震
災 

山
梨
県
内
避
難
者
と
支
援
者
を
結
ぶ
会

社
会
福
祉
法
人
つ
く
し
会 

つ
く
し
の
家 

め
、
姉
妹
ク
ラ
ブ
皆
様
の
祝
福
の

中
、
認
証
さ
れ
、
山
梨
県
に
５
つ

目
の
ク
ラ
ブ
が
誕
生
い
た
し
ま

し
た
。

５
ク
ラ
ブ
が
横
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
輪
を
広
げ
「
女
性
と
女

児
の
生
活
向
上
」
を
柱
と
し
て
活

動
し
て
参
り
ま
す
。

山
梨
ク
ラ
ブ
が
培
っ
た
歴
史

に
は
歴
代
会
長
を
は
じ
め
、
会

員
一
人
ひ
と
り
の
努
力
が
今
日

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
事
に
感
謝

申
し
上
げ
、
こ
れ
か
ら
も
地
道

に
奉
仕
活
動
に
精
進
し
て
参
り

ま
す
。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
山
梨

会
　
長  
上
原
　
桂
子

「
和
の
心
」を
大
切
に
活
動
し
て
参
り
ま
す

私たちは、地域社会、国際社会に向けて
様々な奉仕活動をしています。

～女性と女児の生活向上を目指して～
去
る
10
月
５
日
、
国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト（
以
下
、
Ｓ
Ｉ
）山
梨
の

ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り
、
山
梨
県
内

で
は
５
番
目
の
新
ク
ラ
ブ
、
Ｓ
Ｉ

甲
府
が
誕
生
致
し
ま
し
た
。日
本

東
リ
ジ
ョ
ン
会
員
一
同
、
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
Ｉ
は
、同
じ
地
球
上
に
生
き

る
全
て
の
女
性
の
た
め
に
小
さ

な
力
を
合
わ
せ
、
大
き
な
力
で
目

を
向
け
、
社
会
的
困
難
を
お
持
ち

の
女
性
が
夢
を
持
ち
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
に
教
育
を
受
け
、
立

派
に
自
立
し
、
生
活
の
向
上
を
も

た
ら
す
よ
う
応
援
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
、夢
を
持
つ
こ
と
の
で

き
な
い
女
子
中
高
生
に
、
自
分
自

身
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
気

づ
か
せ
、
夢
を
も
っ
て
そ
れ
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
力
を
持
て
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
が
、
Ｓ
Ｉ
の
大
切
な

「
夢
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
す
。

世
の
中
に
は
、
目
を
そ
む
け
て

は
い
け
な
い
現
実
が
多
く
存
在

し
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ

る
中
で
、
私
た
ち
Ｓ
Ｉ
は
、
組
織

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
良
い

こ
と
な
ら
何
で
も
す
る
と
い
う

の
で
は
な
く
、〝
こ
れ
に
つ
い
て

や
ろ
う
！
〞
と
い
う
強
い
意
志
を

も
っ
て
「
女
性
と
女
児
の
生
活
の

向
上
」
を
目
的
に
選
ん
で
お
り
ま

す
。こ
れ
は
、
国
連
の
目
標
で
も

あ
り
、
世
界
平
和
に
つ
な
が
り
ま

す
。こ

れ
ら
の
活
動
に
必
要
な
資

金
調
達
の
た
め
、
歳
入
事
業
と
し

て
、各
種
講
演
会
、コ
ン
サ
ー
ト
、

バ
ザ
ー
、
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
私
た
ち
の
活
動

に
ご
賛
同
、
ご
理
解
く
だ
さ
っ
た

地
域
の
方
々
か
ら
の
多
大
な
る

ご
協
力
の
も
と
、
Ｓ
Ｉ
の
活
動
は

成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま

し
て
、
山
梨
の
全
て
の
ク
ラ
ブ
を

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
お
ら
れ

る
方
々
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

２
０
２
１
年
に
Ｓ
Ｉ
は
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、

す
で
に
次
の
輝
か
し
い
１
０
０

年
に
向
か
っ
て
歩
も
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
Ｓ
Ｉ
の
長
い
歴

史
を
、
次
世
代
の
方
た
ち
に
繋

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
な
時
、
Ｓ
Ｉ
甲
府
の

皆
様
が
私
た
ち
の
お
仲
間
に
な

ら
れ
た
こ
と
は
、
大
変
、
心
強
く

励
み
に
な
り
ま
す
。Ｓ
Ｉ
甲
府
が

Ｓ
Ｉ
の
伝
統
の
中
で
ル
ー
ル
を

守
り
、
Ｓ
Ｉ
の
使
命
で
あ
る
「
社

会
的
・
経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
を
も
た
ら
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
じ
て
、
女
性
と
女
児
の
生
活
を

向
上
さ
せ
る
」
に
沿
っ
た
活
動
を

さ
れ
、
新
し
い
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ

に
な
ら
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
の
Ｓ
Ｉ

山
梨
は
、
１
９
７
６
年
に
新
ク

ラ
ブ
と
し
て
認
証
さ
れ
ま
し
た

が
、
10
周
年
の
年
に
Ｓ
Ｉ
山
梨
│

芙
蓉
の
ス
ポ
ン
サ
ー
を
さ
れ
、
そ

の
後
、
Ｓ
Ｉ
山
梨
│
南
を
ス
ポ
ン

サ
ー
さ
れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｉ
山
梨

│
南
は
、
Ｓ
Ｉ
山
梨
│
ク
リ
ス
タ

ル
を
ス
ポ
ン
サ
ー
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
の
で
、
Ｓ
Ｉ
甲
府
の
誕
生

は
、
山
梨
県
内
で
は
５
番
目
の
新

ク
ラ
ブ
誕
生
と
な
り
ま
す
。Ｓ
Ｉ

山
梨
の
皆
様
は
、
こ
れ
か
ら
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
の
独
自
性

を
尊
重
し
な
が
ら
、
後
輩
ク
ラ
ブ

の
成
長
を
見
守
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
と
存
じ
ま
す
。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
ア
メ
リ
カ

日
本
東
リ
ジ
ョ
ン

ガ
バ
ナ
ー  

石
本
　
陽
子

山梨大学大学院 教授 井上 克枝

新
ク
ラ
ブ
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

s
ソ ロ
oror（姉妹）とo

オ プ テ ィ マ
pt ima（最善）

というラテン語から作られた造語
で「女性のために最良」を意味しま
す 。1921年カリフォルニア州オー
クランドで職業を持つ80名の女性
によって結成されました。社会的・
経済的エンパワーメントをもたら
すプログラムを通じて女性と女児
の生活を向上させるために活動を
している女性による奉仕団体です。
国連の経済社会理事会（ECOSOC）
の総合協議資格を持つ数少ない女
性のNGOです。
現在、世界4連盟、123の国と地域

で約3,000クラブ約75,000名が在籍
しています。

国際ソロプチミストとは

国際ソロプチミスト甲府認証式

チャリティーバザー

英和中高でのプログラム説明

「
夢
を
拓
く
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

将
来
の
計
画
作
り
や
目
標
達
成
に

役
立
ち
ま
す
。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
で
は
、

女
子
中
高
生
が
幸
せ
な
大
人
に
成

長
す
る
た
め
の
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
様
々
な
分
野
の
専
門
家
に
会

青
少
年
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、２
０
０
０
年
よ
り
隔
年
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。テ
ー
マ
を

定
め
、基
調
講
演
に
学
び
、同
世
代

の
仲
間
と
意
見
を
交
換
し
な
が

ら
、よ
り
深
く
、幅
広
く
考
え
る
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。参
加
す
る

高
校
生
た
ち
は
有
名
講
師
の
講
義

に
知
識
を
深
め
、真
剣
に
、率
直
に

意
見
を
交
わ
す
こ
と
で
視
野
を
広

げ
て
い
き
ま
す
。

【
開
催
日
時
】
２
０
１
９
年
７
月

30
日 

10
時
〜
16
時
30
分

【
会
場
】
国
連
大
学
　
ウ
・
タ
ン
ト

国
際
会
議
場（
渋
谷
区
神
宮
前
）

【
基
調
講
演
】
東
京
大
学
教
授
　

瀬
地
山
角 

氏

【
参
加
者
募
集
】

◎
応
募
規
定
：「
あ
な
た
の
夢
を

う
機
会
を
作
る
こ
と
や
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
は
14
の
国
と
地
域
で

５
４
０
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開

さ
れ
、
１
万
２
千
２
６
５
人
の
女

子
中
高
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

夢
を
拓
く　

女
子
中
高
生
の

た
め
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
本
財
団

２
０
１
６
年
度
女
性
研
究
者
賞
受
賞　

井
上
克
枝
教
授（
山
梨
大
学
大
学
院
）

日
本
東
リ
ジ
ョ
ン
・
ユ
ー
ス
・

フ
ォ
ー
ラ
ム

阻
む
も
の
」
に
つ
い
て
日
本
語

で
１
２
０
０
字
以
内
の
論
文

を
書
く

◎
応
募
資
格
：
高
等
学
校
在
籍
中

の
男
女
生
徒
（
２
０
１
９
年

４
月
現
在
）

◎
募
集
数
：
各
ク
ラ
ブ
１
〜
２
人

◎
締
切
日
：
２
０
１
９
年
３
月

31
日

◎
提
出
先
：
お
近
く
の
国
際
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス
ト
ク
ラ
ブ 

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
本
財
団

で
は
、
女
性
の
躍
進
へ
の
足
掛
か

り
と
な
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
を

目
的
に
、教
育
・
科
学
・
医
療
・
文

学
・
社
会
福
祉
な
ど
様
々
な
分
野

で
将
来
性
の
あ
る
研
究
を
し
て
い

る
女
性
に
対
し
研
究
費
を
支
援
す

る「
女
性
研
究
者
賞
」を
授
与
し
て

い
る
。受
賞
者
に
は
多
額
の
研
究

支
援
金
が
提
供
さ
れ
る
。

全
国
各
地
の
ク
ラ
ブ
か
ら
推

薦
を
受
け
た
候
補
者
の
中
か
ら
、

２
０
１
６
年
度
に
全
国
で
た
だ

一
人
選
ば
れ
た
の
が
、
国
際
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス
ト
山
梨
か
ら
推
薦
さ
れ

た
山
梨
大
学
大
学
院
教
授
の
井
上

克
枝
さ
ん
だ
。

支
援
を
受
け
た
研
究
は
「
自
己

免
疫
性
疾
患
に
血
小
板
の
Ｃ
Ｌ
Ｅ

Ｃ
│
２
が
関
与
す
る
か
、
関
与
す

る
な
ら
抗
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
│
２
薬
が
治

療
薬
と
な
り
う
る
か
、
そ
の
効
果

は
」と
い
う
内
容
で
、が
ん
の
転
移

や
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
の
予
防
な

ど
の
研
究
。

13
日
に
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

（
仙
台
市
）
で
開
催
さ
れ
る
今
年

度
の「
年
次
贈
呈
式
」で
、
女
性
研

究
者
賞
受
賞
者
と
し
て
研
究
の
成

果
を
報
告
す
る
。 

13日に研究成果を発表
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パパイヤ植樹（20周年記念事業）30

周
年
記
念
植
樹（
山
梨
県
森
林
公
園
金
川
の
森
） 国際女性デー街頭キャンペーン
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